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中条祭りと芸妓

今度は、芸妓と中条祭りの問題です。

どちらも宿場町中条のかけがえのな

い存在です。



宿場町中条を象徴する中条大祭

中条大祭の一番の見所の

山車。山車が始まったの

は明治１３年頃と言われ

ています。現在、驛新組、

神明組、北組、西栄組、

本組の５組があり、全国

でも類のない特徴を持っ

た山車を引いています。
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先日の米粉フェスタの会場にも５台
の山車が集合しました。
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中条大祭の山車の特徴（勇壮）

中条の山車は２輪で、
しかも車輪にわざわざ
楔を打ち、進み難くし
ております。「ギィー、
ギィー」という独特の
楔音は、車輪と楔の摩
擦によって発生する音。
他の地域にはありませ
ん。

１．２輪の車輪に楔を打ち、音を出す。
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中条大祭の山車の特徴（華艶）

明治初期、宿場町中

条には花柳界があり、

そこの芸妓が乗り込

んだのが始まりです。

なじみ客へのあいさ

つまわりや新人芸者

のお披露目も兼ねて

いたようです。

２．芸者が山車に乗っている。
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中条大祭の山車の特徴

芸者が乗っている山車は、他の地域でも
たまに見られます。しかしその山車はほ
とんどが４輪の山車です。２輪の山車に
のせ、あおり合いまでする。さらに「楔
音」を出し、華艶勇壮を演出するという
山車は、おそらく全国唯一のものです。
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かつて中条に芸妓いた時代は、どの山
車も中条芸者を乗せていました。
しかし、中条の芸者がいなくなった後、
５台の山車は、温海、高瀬、弥彦、岩
室、古町、新発田などなど、個々に芸
者を頼んで乗せました。
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中条大祭の山車の特徴



さまざま地域の芸者を乗せたことで、
山車の個性も生まれました。
そして近年新たな取り組みをしてい
る山車も出てきました。

中条大祭の山車の特徴
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それは、地元の女の子に踊りを学ば
せて、踊ってもらうこと。
現在、北組、驛新組、神明組の３組
が地元の女の子に踊りを踊っても
らっています。

中条大祭の山車の特徴
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最終問題

山車の手踊り編

大人の胎内検定
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驛新組
神明組
北組

驛新組の選べ

大人の胎内検定



驛新組の花車の由来

明治後期から昭和初期にかけて新町の舞台で芸
者総出の手踊りが行われていた。この舞台を真似
た物を造り車輪を付けたものが山車の原形と伝わ
れている。踊りは地方が弥彦芸者なので、その影
響を強く受け、女性らしいしなやかな踊り。
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神明組の山車の由来

若宮神社の小台輪の本体を譲り受け、手直しをして

引いていた。最初は２階建ての山車を引いていたが、

明治に入り現在の形にした。踊り手は平成１６年か

ら山車の女の子たちに踊ってもらっていて、地方は

岩室芸者にお願いしている。
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北組の山車の由来

明治中期から後期に北組が発足。当時は２階建てで上

には乃木将軍を乗せていた。昭和６３年に新調して現

在に至る。胎内市の日本舞踊団体の「小藤会」に依頼

していますが、最近はその団体の方が言伝に集めて頂

いた方に踊りを教え踊っています。
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実際に踊りを踊って頂きます。

驛新組の踊りがどれかを当てて下さい。

驛新組の花車の踊りはどれ？
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曲はすべて「かっぽれ」です。



当日は、ここで３組の山車の踊り手

の皆さんに実際に踊って頂きました。
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それでは、踊って頂きます。

驛新組のお囃子はどれ？



それでは、踊って頂きます。

驛新組のお囃子はどれ？



それでは、踊って頂きます。

驛新組のお囃子はどれ？



まもなく、制限時間です！

正解を発表します！



驛新組の踊りは・・・



驛新組の踊りは・・・



ちなみに他の踊りは・・・

が驛新組でした！

神明組 北組



最後に、もう一度踊って頂きます。

曲は「せつほんかいな」



最後に、もう一度踊って頂きます。

曲は「かっぽれ」



最後に、もう一度踊って頂きます。

曲は「かっぽれ」



今日ここで踊りを披露してくれた彼女

たちは、すべて地元の子たちです。中

条大祭の伝統を守るために、踊りを習

いにいって頑張っています。

素晴らしい踊りを披露して頂いたこと

に感謝の気持ちをこめて拍手をお願い

いたします。




